
〈テーマ〉

　令和５年度より整備を開始した『たまがわ戸吹の森（森のようちえん活動用雑木

林）』において、子どもたちが興味を持った素材を使って主体的に自然と関わり、そ

の中で遊びを楽しんだり、自然について子ども自身で考える力を養いたいと考えたた

め。

２．活動スケジュール

1．活動のテーマ

6/20『森について理解を深める』

森に何があるのか、グループにわかれて探究活動を行う。発見や疑問を大切にする。

6/26『葉っぱについて理解を深める』

葉っぱの形・色の違いがあることにに気づき、お気に入りの葉っぱを1枚みつけ、発表し合

う。

7/3『木について理解を深める』

木の色、樹皮の違いに気づく。チェーンソーを使用し、木を切る。年輪や匂いの違いに気づ

く。

10/8『自然素材を使用し、作品作りを楽しむ』

森にある自然素材を使用し、作品を作る。

３．環境設定について

〈環境設定〉

・安全管理のため、竹林の子どもが安全に活動できる範囲をロープで区切る。

〈素材・道具〉

・軍手　　・のこぎり　　・ロープ　　・きり　　・ブルーシート　等
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6/14『森について理解を深める』

　『たまがわ戸吹の森（森のようちえん活動用雑木林）』において、木の種類・葉の

種類・生き物や木の実等、幼稚園では見られないものに気づき、それぞれ思い思いの

意見を述べていた。

6/26『葉っぱについて理解を深める』

　森を散策後、お気に入りの葉を1枚見つけ、模造紙に貼り付けた。形や葉脈を見比

べて、意見を出し合った。大きな葉を見つけた子どもたちが得意げになり、葉を見つ

けた場所を教える姿が見られた。

7/3『木について理解を深める』

　森を散策しながらつるつるした木・ザラザラした木など、樹皮の違いを知ることが

できた。また、チェーンソーを使用し、木を切る様子を見学した。チェーンソーの音

に驚きながらも、さくら・ヒノキ・竹の中身・匂いの違いを感じることができた。

10/8『自然素材を使用し、作品作りを楽しむ』

　秋になり、森には木の枝・どんぐり・落ち葉が見られた。自然素材を集めて、オブ

ジェ作りを行った。これまでの活動を通して、自然物を見つける力が身に付いた。個

性豊かな作品が出来上がり、完成した作品は、園で展示をし保護者に見てもらった。

活動内容を発表する良い機会となった。

４．活動内容や子どもの姿や人との関わりについて　



活動中の写真

４．振り返り

　森にある”木”や”葉”について理解を深めていくと、散策活動だけなく、自然物によ

り注目をして活動に取り組む子ども達の様子が見られた。活動内では、子どもたち同

士で、それぞれ感じたことを伝えあったり、気持ちを共有したり、疑問に感じたこと

を一緒に考えたりする姿に成長を感じた。今回の活動を通して、木の年輪や竹のにお

いなど普段味わえない体験をすることができ、特別な時間となった。今後も、自然活

動を積極的に取り組んでいきたい。



〈テーマ〉
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　月１，２回程、音楽の講師を招いて音楽活動をしている。講師自らが作詞作曲した

音楽等を使って、子ども達が音楽に合わせ、踊ったり楽器を演奏しながら五感で感

じ、「わくわく」「どきどき」「またやってみたい」という好奇心がどれくらい育ま

れるかを探求したいと考えたため。また、絵本をただ読むだけではなく、音楽を聴き

ながら絵本の絵を見る事で、子ども達の世界観や創造力を養いたいと考えたため。

２．活動スケジュール

1．活動のテーマ

①音に合わせて踊ってみよう…音楽に合わせて身体を動かす楽しさを知る

②好きな楽器を演奏してみよう…好きな楽器を選び、音を鳴らしてみる

③音の違いを知ろう…ゆっくりな音楽や早い音楽に合わせて歩いてみる

④クラシック音楽を聞きながら絵本を見てみよう…言葉ではなく音と絵で世界観を創

造する

３．環境設定について

〈環境設定〉

・子ども達がのびのび活動できるスペースを設ける。

・カスタネット、すず、マラカスを準備し、自由に選べるようにする

〈素材・道具〉

・キーボード　・スカーフ　・楽器類　・絵本　等



活動中の写真

活動内容

・季節の歌を歌ったり、音楽に合わせて身体を動かしたりする

・カスタネットや鈴、マラカスなどの楽器に触れ、音の違いを楽しむ

・クラシック音楽を聴きながら絵本の読み聞かせを聞くことで、言葉や物語に親しみ

をもつ

・好きな歌や絵本を繰り返し楽しみ、自分なりの表現をする

子どもの姿

・音楽が流れると身体を揺らしたり、歌を口ずさんだりする姿が見られる

・興味のある楽器を自ら選び、音を鳴らして楽しむ

・お気に入りの絵本を繰り返し読んでもらうことを求める

・音の違いがわかり、ゆっくり歩いたり速く歩いたりする

・歌や絵本の言葉を真似したり、簡単なやり取りを楽しんだりする

人との関わり

・保育者や友だちと一緒に歌ったり楽器を鳴らしたりすることを喜ぶ

・友だちが使っている楽器や表現に興味をもち、真似する姿が見られる

・絵本の内容について、保育者や友だちと気持ちを共有しようとする

・音楽活動を通して、友だちと同じ場を楽しみ、一体感を味わう

４．活動内容や子どもの姿や人との関わりについて　



４．振り返り

　子ども達は音楽や楽器、絵本に興味を持ち、自分から触れたり表現したりする姿が

多く見られた。楽器遊びでは友だちの音に耳を傾け、一緒に音を鳴らすことを楽しむ

姿が見られ、周囲との関わりが広がっていた。絵本の読み聞かせでは、登場する生き

物や植物に興味をしめし、知っている言葉を口にしながら物語を楽しんでいた。活動

を通して、子どもひとりひとりが自分なりの表現方法で楽しむ姿が見られ、好奇心や

探究心が育まれていることを感じた。今後も子どもの興味や発見を大切にしながら、

友だちとの関わりや表現活動がさらに広がるような環境を整えていきたい。


